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第 3報 品種,地域及び年次変動について
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1 は じ め に

小麦のア ミログラム (最高粘度 )変動については,前報

までに黒カビ粒の発生やつぶれ粒の混入によって低下が助

長されること:),ま た,高水分の小麦をコンバイン収穫後

袋詰めのまま長時間放置した場合,最高粘度が低下するこ

となどを明らかにしてきたり。

本報では,気象要因,特に降水量との関係を考察し,主
に品種 地域・年次変動について検討した。その結果,最
高粘度は成熟期前後の降水量に影響されるとともに品種・

地域による変動が大きく,年次間差異も認められたので報

告する。

2試 験 方 法

(■ 供試材料 麦類奨励品種決定調査及び作況解析試験

(昭和58～62年の 5か年 )

(21 メこ 降雨試験の供試条件

表 i 人工降雨試験の供試条件 (昭和59年 品種 :

ナンプコムギ )

。降雨条件

②成熟期 ③成熟後 5日

④ 成熟後 10日   ③ 成熟後 17日

(3)供試品種 ナンプコムギ,ハナガサコムギ,ワ カマ

ツコムギ,キ タカ ミコムギ

{4)最高粘度の測定 プラベンダー社のア ミログラフを

使用 し,常法により行った。

3 試験結果及び考察

ll)気象と最高粘度

成熟期前15日間の降水量と最高粘度との関係を図 1に示

した。最高粘度は,こ の期間の降水量が80mを越える条件

下で低下がみられたが,低下の程度には品種間差異がみら

れ,ナ ンプコムギが小さく,次いでキタカミコムギ,ハナ

ガサコムギの順で,ハナガサコムギでは61～80回の降雨で

も最高粘度は低下 した。このように成熟期前の降水量力最

高粘度に及ぼす影響は,品種によって異なることがわかっ

プし。

図 1 成熟前15日 間の降水量と最高粘度
(昭和58～ 62年 )

次に降水量の異なる条件下で,収穫時期を変えた場合 ,

最高粘度がどう変動するかをみたのが図 2である。成熟期

の子実水分は35%前後であり,その後降雨の影響をうけな

がら徐々に低下し,7月 13日 には10%ま で低下した。最高

粘度は,自 然条件では成熟期後10日 まで低下はみられなか

ったが17日 目には大きく低下した。これに比較し,無降雨

条件での低下はなく,成熟期後 17日 を経過 しても高い最高

粘度を示した。なお,人工降雨区は散水時間が 1日 当たり

10繭 と少なかったため,最高粘度の低下は少なく,自然条

件と無降雨条件との中間的な数値を示 した。

以上のように,小麦の最高粘度は降水量によって大きく

変動 し,成熟期前15日 間の降水量が80mを越える条件や成

熱期後の降水量によって低下が大きくなった。

12)品種及び地域と最高粘度

品種及び地域と最高粘度との関係を表 2に 示した。最高

粘度はナンプコムギが918BUで 高 く,次いでワカマツコ

ムギ,キ タカミコムギの順で,ハ ナガサコムギが539BU
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成熟期 5日 前からビニールハウスを設置し
,

ミス ト用ノズフレ(噴霧量撮伏 03`/min,
144″ に10個 )で散水した。 散水量は 10

"日
(約60分 )を目標に15時以降に行った。

成熟期 5日 前からビニールハウスを設置し

降雨を遮断した。

。収穫時期 ①成熟 4日前 (自 然条件のみ )
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不安定であるといえる。

地域月Jでは最北の変動が大きくなっているが,その他の

地域では比較的安定している。ただし,最北で変動が大き

いのは,4品種をこみにしているためで,ナ ンプコムギに

限定してみれば,最高粘度も高く変動も小さい。

以上,こ れらのことから小麦の最高粘度は気象条件だけ

でなく,品種や栽培地によっても変動がみられる。最高粘

度は,小麦の重要な二次加工適正で,こ の値が低いと実需

者■1か らきらわれる小麦となるため,今後商品価値の高い

小麦生産を行っていくためには,各品種の最高粘度特性に

留意し,そ の地域に適した品種の作付を進めることが重要

と考えられる。

降
水
■
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図2 子実水分と最高粘度の推移 (昭和
59年 品種 :ナ ンブコムギ )

と最も低かった。ナンブコムギの最高粘度はいずれの地域

でも800BU以上を示して高 く,他の品種に比べ安定性 も

高かった。

また,栽培地についてみると,山形での最高粘度は高 く

4品種平均で771BUで あったが,最北では640BUと 山

形より低 く,その差は1313Uで ある。庄内,置賜での最

高粘度は山形,最北の中Fenに位置している。品種間差異と

地域間差異を比較すると,地域間の差は最高と最低で131

BUで あるが品種間のそれは379BUと 大きく,最高粘度

の高低は地域よりむしろ品種に左右されやすいことがわか

った。

表 2 最高粘度の品種及び地域間差異 (昭和58～ 62年 )
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次に品種及び地域の変動性を,各環境 (年次,品種,地
域 )に対する回帰係数で示したのが図 3である。この値が

低ければ変動が少なく安定しており,図の右下に位置して

いるほど,最高粘度が高 く安定 しているといえる。

品種では,ナ ンブコムギの回帰係数が0.43と 小さく,安
定して高い最高粘度を示した。また,ハナガサコムギは最

高粘度が低く,回帰係数も095と やや小さいことから,ナ
ンプコムギに比較して安定的に低い最高粘度を示すと思わ

れる。一方,ワ カマツコムギ,キ タカミコムギの両品種は
,

ハナガサコムギより最高粘度は高いものの,回帰係数がそ

れぞれ156,150と 大きくなっており,環境変化に対 して

m m m帥 勁
最高絲度(BU)

図3 最高粘度の品種及び地域の

変動性

4 ま  と  め

に, 小麦の最高粘度の変動は,成熟期前後の降水量に影

響されるため,年次間差異の大きい形質であるが,品種や

栽培地によっても変動がみられる。

12}品種別最高粘度はナンブコムギカ渥 も高く,次いで

ワカマツコムギ,キ タカ ミコムギ,ハナガサコムギの順で

あった。栽培地では山形で高い傾向にあるが,最北ではや

や低 く,庄内,置賜はその中F85に 位置した。

(3)最高粘度の年次変動をみると,ナ ンブ]ム ギは安定

して高いが,ハナガサコムギはいずれの年次でも低 く,ワ

カマツコムギ,キ タカ ミコムギの両品種はハナガサコムギ

よりはやや高いものの,変動が大きく環境変化に対して不

安定である。地域別では最北の変動は大きいが,他の地域

では比較的安定している。

14)各品種の最高粘度特性に留意 し,その地域に適した

品種の作付を進めて行くことが肝要である。
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